
​【監禁NTR】「これは交渉ではなく命令だ。」​
​〜親友の婚約者に強制絶頂させられ、共犯者に堕とされました～​

​サンプル（一部抜粋）​

​（抵抗するような手錠の音）​

​「そんなに暴れても手錠からは抜けられないよ。​
​無駄な事をするくらいなら、体力を温存しておいた方がいいと思うけど。​
​どうせ全裸のまま、逃げられないんだから。」​

​（ベッドで暴れるようなギシ音・布の擦れる音）​

​「…大丈夫。​
​君が僕の共犯者になれば…ちゃんと解放してあげる。」​

​「ん？​
​なんでこんな事をするのかって？」​

​「…君はさ、出会った頃から僕を警戒していたよね。」​

​（近づいてくる足音）​

​「僕は…仮にも君の親友の婚約者なのに。​
​敵意をむき出しにしていたね。」​

​「これは交渉ではなく…命令だ。」​

​（乳首をぎゅむっと指でこねる音）​

​「はは。嫌がってるフリをしてるわりに、身体は喜んでるね。​
​びくびくして、乳首を勃たせて…」​

​「入れただけでイっちゃうなんて…困った子だなあ。​
​君の親友はきっと…想像すらしていないだろうな。​
​君が僕にイかされて、『もっと』っておねだりしてるなんて。」​

​（腰を動かし、パンパンと激しく奥を突き上げる音）​

​「今頃、彼女は君から連絡が来なくて心配してるかなあ。​
​君がぐちゃぐちゃに犯されてるなんて…知らないんだもんね。」​

​「（くすっと笑いながら）イぐぅぅ♡だって。​
​（優しく甘やかすように）イっていいよ、おまんこ気持ちいいんでしょ？」​


